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疾患研究、創薬研究において生体分子（オミックス）情報のデータベース（DB）は重要な研究基盤

となっている。近年、オープンサイエンスの概念を通して種々データの共有化（Data sharing）が進

んでいるが、国内ではまだその認識は薄い。国立長寿医療研究センター（NCGG）のメディカルゲ

ノムセンター（MGC）では、センター内の公費助成による研究等で実施されたオミックス解析情報の

共有化を図ることを目的に、試行的オミックス情報 DB の開発を行った。また、これらのデータを実

際に活用して疾患関連分子の探索を行った。また近年、疾患・老化などとの関連が注目されている

腸内細菌叢のメタゲノム情報の DB搭載を行うため、検体収集に着手した。 

 

【研究班】 

 主任研究者 

  新飯田俊平 国立長寿医療研究センター MGC・センター長 

 分担研究者 

  渡辺 浩  国立長寿医療研究センター MGC・臨床ゲノム情報管理室長 

  浦上 克哉 鳥取大学 医学部・教授 

  茅野 光範 帯広畜産大学 グローバルアグロメディシン研究センター 講師 

  佐藤 準一 明治薬科大学 生命創薬科学科・教授 

  佐治 直樹 国立長寿医療研究センター 病院 もの忘れ外来部・医長 

 

Ａ．研究目的 

 疾患研究においては、生体試料のオミックス情報と診療情報を統合したビックデータ解

析が研究開発の基盤となっている。MGCでは、バイオバンクが老年医学研究の促進に資す

る有益な施設とするため、診療情報に加え、バイオバンク検体と紐づけられるゲノム情報

や他のオミックス情報を可能な範囲で収集・保存し、二次利用可能な仕組み（データシェ

アリング）の構築について検討を行っている。本開発研究では、①アルツハイマー病・脊

柱管狭窄症のオミックス情報管理システムの開発・実装（新飯田・渡辺・浦上）、②シェア

データを用いた認知症のメタボロームバイオマーカー探索（茅野）、③公共 DBを用いた認
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知症脳内 miRNAネットワーク解析を実施した（佐藤）。また新たに、④腸内フローラの情

報を DB化する目的で、患者検体の収集を開始した（佐治）。 

 

Ｂ.研究方法 

 ①これまでに蓄積されたオミックス情報をセンター内の研究者が活用できるようなフォ

ローチャート作成を行い、それをもとに専門業社によるインターフェイス等の開発を進め

た。②軽度認知障害（MCI）およびアルツハイマー病（AD）患者、健常者の血漿からキャ

ピラリー電気泳動質量分析法により 579種のメタボロームプロファイルを取得し、t検定に

よるバイオマーカー検出を行った。③多量のデータを迅速かつ効率的に処理できるパイプ

ラインを構築し、既存の DB 情報を用いクラスター解析、ネットワーク解析を行った。④

腸内フローラの解析に向けてた研究計画書の策定し倫理審査を経て、健常者・MCI・認知

症患者からの検体収集を開始した。 

 

【倫理面への配慮】 

 臨床試料の使用に当たっては、国立長寿医療研究センター倫理利益相反委員会の承認を

得て実施した。試料は、提供者本人の自由な意思（インフォームドコンセント）によって

提供されもので、個人情報は厳重に保護されるため、倫理的問題は生じないと考えられた。

本研究は多施設共同研究であり、各研究協力機関・施設においても当該研究計画が倫理委

員会等の承認された上で実施された。検体試料の移送は、当該施設間でMaterial transfer 

agreementを交わし、試料管理の責任の所在を明確化した上で行った。 

 

Ｃ．研究結果 

 ①アルツハイマー病および脊柱管狭窄症の臨床情報、miRNA、proteome、metabolome

のデータを用いて情報表示、検索機能、t検定計算、ダウンロード、パスデータ生成、ユー

ザ管理、エクスポートなどの機能を踏査した DB が構築された。このソフトウエアの利用

を希望する研究者には、当面は CDで提供することとした。②統計的に有意な 5 つの MCI

マーカーと６つの AD マーカー代謝物が検出された。これらのマーカーを全て組み合わせ

ると、MICを AUC=0.923で、ADを AUC=0.917で識別可能であった。③ADの既存の分

子データセットを用いた解析の結果、AD 特異的な 27 個の miRNA を検出できた。④平成

２８年２月に倫理審査の承認を受け、患者からの同意取得、検体回収、保存を進めた。 

 

Ｄ．考察と結論 

 ①本システムの導入により、施設内の研究者が安全かつ簡便にデータを利用できる仕組

みができた。しかしまだセキュリティの問題で、オンライン利用できていない。今後はこ

の点について開発を進める予定である。②検出された MCI/AD に特異的なメタボロームマ

ーカーのうち２つは認知症の初期マーカーと考えられ、５つは認知機能低下に伴い発現変
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動するマーカーである可能性が示唆された。また、③本研究にて構築したパイプラインを

用いた既存データの再解析では AD特異的な新規のmiRNAが検出された。これらにバイオ

マーカーの特性があるかは検証の必要がある。④認知症と腸内フローラの関係は、次年度

から始まる解析の成果を見てからの判断になるが、引き続き検体の収集を続ける予定であ

る。 

 

Ｅ．健康危険情報 

なし 
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